
三木市災害廃棄物処理計画（案）に対する意見の概要  

及び意見に対する市の考え方  

 

意見募集期間 令和 2 年 3 月 1 日（日）～ 3 月 30 日（月）（ 30 日間）  

意 見 者 数 1 名  

 

番号 意見の概要  市の考え方（案）  

1 

近年、防災活動などで生き延
びるための備蓄に関しては周
知され始めているので、断水
を想定して、飲料水の備蓄などは周
知されていますが、し尿凝固剤など
のように、この観点での備えは周知さ
れていないので、市としても知らせる・ 
伝えることをして頂きたいと思いま
す。 
 

災害発生時には、仮設トイレの設置
や上下水道の復旧に時間を要するこ
とが考えられます。避難所や家庭に
おいて、仮設トイレ設置や上下水道
の復旧までに支障が生じないよう
に、各家庭での携帯トイレ（し尿凝
固剤）等の備蓄の目安などの周知に
ついて加筆するとともに、表2-3に追
加しました。 
 

2 

「民間事業者等と協カ・支援体
制を構築」について。 
建設業協会には加盟していな
いが、重機・機材等を所有して
いる事業者もあります。 
各地域での復興活動を円滑化
するために、所在地の自治会な
どと小規模でも災害協定を締
結することも考えられると思
う。 
 

災害廃棄物の処理は、自治会の協力が
ないと処理をスムーズに進めることが
できません。 

自治会と協議しながら、連携方法や
近隣集積地の候補地の選定を進めて
いきます。  

3 

広報を行う際、インターネット
等を利用するのは広く早く情報
が回るので、賛成です。  
しかし、通信網が何かしらの原
因で利用できない場合の広報は
どうするのか、通信不可能な場
合 に 市 民 は ど う す れ ば い い の
か？と言うマニュアルがあって
もいいと思います。  
 

この計画策定後に、災害発生時の初
動体制についてマニュアルを作成す
る予定です。マニュアル作成時に市
民の方への広報の原稿や、周知方法
について具体的に検討していきま
す。  

 

 

 

 

 

 

 

  

別紙  



三木市災害廃棄物処理計画（案）一部修正 抜粋  

 

市民への啓発・広報  

 

災害発生時に計画的かつ円滑・迅速な災害廃棄物の処理を行うため

に、平常時から災害廃棄物の分別方法や携帯トイレ等の備蓄目安など

を広報するとともに、災害発生時においては、市民に対して利用可能な

メディアを用いて、可能な限り迅速に必要な情報を広報するものとす

る。 

広報媒体としては、テレビ・ラジオ・新聞などの公共通信媒体、市広

報、貼り紙、ちらし、広報宣伝車、本市ホームページ、三木安全安心ネ

ット、ＳＮＳなどのインターネット等を活用して周知徹底を図るもの

とする。広報及び周知の内容を以下に示す。 

 

表 2-3 災害時に行う広報の内容 

時期 内容 

災害発生前 
・災害廃棄物の分別方法、危険物などの排出方法 
・携帯トイレ（し尿凝固剤等）の種類と備蓄量目安 
・その他必要な事項 

災害発生直後 
（～3日目まで） 

・生活ごみ・災害廃棄物の分別方法、危険物などの
排出方法 
・排出場所（生活ごみ、災害廃棄物） 
・収集時期・収集期間・収集日時 
・仮置場の場所・設置状況 
・不法投棄・野焼き禁止の徹底 
・し尿及び浄化槽汚泥の収集方法・頻度 
・仮設トイレの設置状況・設置場所 
・仮設トイレ使用上の注意及び維持管理 
・その他必要な事項 

応急対応 
（4日目～3ケ月

まで） 

・近隣集積所の閉鎖と一次仮置場の開設、持込方法 
・家屋の解体撤去の申請方法 
・災害廃棄物の処理フロー、処理方法 
・処理困難物の処理方法 
・実行計画に記載の収集・運搬・処理に関する情報 
・処理の進捗状況、今後の見込み 
・収集体制の変更（平常体制の移行時） 
・その他必要な事項 

復旧・復興 
（～3年程度） 

・処理の進捗状況、今後の見込み 
・その他必要な事項 

 

 

追加  

修正  

追加  

別紙  


